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り上げた森園遺跡の弥生時代の墓
ふち

地の縁に当たる部分で､幅約2m､

長さ35m以上､深さ約60cmの大
み{'し▲う

きな溝状の遺構が確認されまし

た｡右の1がその溝の一部を写し

たものですが､溝の底から弥生時
かめかんば

代中期後半の棄棺墓と同じ時期の
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使われていたものと異なった独特　毒
㌢

な形をしたものが多く､作り方も;.
ていねい
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の部分を打ち欠いていたり､底に　蕗l

穴があけられたりなどの､一種の

加工が加えられていたものも見ら

れました｡

このことから､この溝から出て

きたたくさんの土器は､弥生時代
ぎしさ

の祭りや儀式に使われていた土器

ではないかと考えられています｡



しかも墓地のすぐ近くから出てきますので､死

者に対する何らかの祭りに使われた土器ではな

いかと思われます｡

このような祭りに使った特殊な土器を墓地の

近くに埋める例は､弥生時代に大きな嚢棺を
まいモう

使って死者を埋葬する風習があった九州北部で

時々見られますが､森園遺跡のようにたくさん

の土器がまとまって出てくる実例はそれほど多

くなく､貴重な資料です｡

2･3･4は､土器の出土の状態を近づいて撮影したものです｡たくさんの土器が重なるようにし

て出土しているのがわかると思います｡このような状態で､溝の端から端まで土器がぎっしりと埋

まっていました｡

下の5はこの溝の中から出土した代表的な土器を､一部選び出したものです｡
つばおぴじ▲うくび

後列の左側2点は同じ形をした壷です｡帯状の飾りをつけた独特な形の土器です｡左の壷は頚か

ら上がわざと割られているため残っていません｡何かのまじないをしたものと思われます｡どちら
に

も表面には赤い丹が塗られた痕が見られます｡その前の土器は頚の長い壷で､口の部分は袋のよう

に丸められた優美な形をしています｡表面には丹がかなり鮮やかに残っています｡前列の中央は頚
i.たひも

のない壷(下)とその蓋(上)です｡それぞれの口の部分には､紐を通すための穴がつけられてい

ます｡下の壷には何かのまじないのためでしょうが､わざと丸い穴があけられています｡表面には
かめ

丹が塗られています｡後列の右端は嚢です｡これにも表面は丹が塗られています｡前列の右端の2

点は､小型のかわいらしい壷です｡


